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先端モデル事業の進め方
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    ガイド事業者との連携・人材育成等

○利用施設の整備・管理運営
○他の事業種の地域事業者との連携
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○保護と利用の好循環の仕組みづくり
〇サステナビリティを体感する仕組み
    づくり

制度的な対応（公園計画、管理運営計画、利用拠点
整備改善計画・自然体験活動促進計画等）

国立公園ならではの感動体験を
提供する宿泊施設の誘致

〇情報提供・プロモーション
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地域で
の検討

利用拠点の推進枠組みの検討

令和６年度 令和７年度～令和５年度

令和７年度にマスタープランが策定され、

地域の体制構築や各種施策を一層推進
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【取組１：景観改善】
（将来像）廃屋が存在せず、統一感ある街並みや自然・信仰を感じられる眺望と景観が確保されている

統一感ある街並み景観・信仰の魅力を
感じられる空間づくりが進展

景観ルールの明確化・既存施設の
外観改善等の進展

廃屋撤去の進展

主要展望台からの眺望が改善

集団施設地区の廃屋撤去が完了

短期（～2030） 中期（～2040）

No.
R10年度までを目途に実施又は着
手すべき施策★：優先事項

進捗状況
（前回会議（R8.2.17）以降）

今後の方針・課題等

1 ★ 廃屋撤去【環境省】
【環境省】
旧十和田湖グランドホテル（本館）の解体撤去工事を
実施中（工期：R9.3）

廃屋残数17棟程度（R8.8時点）

2 ★
既存施設の上質化へ向けた改修
等（補助）【環境省・十和田市・
小坂町】

【十和田市】
国立公園利用拠点計画を変更（R8.5）
→【環境省】上質化補助金の採択・交付決定
①石畳化設計（十和田市）
②宿泊施設の上質化改修（民間）
③宇樽部の廃船撤去（青森県）

【環境省】引き続き、適切な補助金活用に係る情報
提供等の伴走支援を検討
【十和田市】計画に基づき、民間事業者による既存
施設の改修、市による石畳化の実施設計を検討

3
建築物・広告物の景観管理ルール
（法律・条例）の明確化・見直し
【環境省・青森県・秋田県】

【環境省】
「十和田八甲田地域管理計画書」の改定作業に着手
（R8.6）

特別名勝及び天然記念物の「保存管理活用計画」
に係る改定作業と連携を図る

4
古道（旧参道）の鳥居整備及び
杉並木管理【民間】

なし 関連施策の進捗を踏まえ信仰WGで検討

5
主要な展望台における通景伐採
等による俯瞰眺望の回復【青森
県・秋田県】

【青森県】
前回会議以降に御鼻部山展望台及び瞰湖台では通景
伐採は行っていない
【秋田県】
発荷峠展望台において眺望を妨げている支障木・枯損木
について認識している

【青森県】各展望台の眺望景観の状況に関して情
報提供をいただきたい。林野庁との調整には環境
省にもフォローいただきたい。
【秋田県】伐採には、土地所有者（林野庁）との
協議や県の予算確保が必要

マスタープランに基づく各施策の進捗状況
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【取組１：景観改善】

【No.5主要な展望台における通景伐採等による俯瞰眺望
の回復】現在の眺望状況

【No.2既存施設への上質化へ向けた改修等】
休屋地区 利用拠点計画の一部変更（上質化補助事業）

御鼻部山

瞰湖台

発荷峠

【No.1廃屋撤去】廃屋撤去工事（旧十和田湖グランドホテル本館）

R7秋季 R8.9
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【取組２：利便性・安全性の向上】
（将来像）廃屋化が進む前（H20頃）の水準で事業者･店舗が適切に営業している

各施設が安全･快適に利用できるよう適切に維持管理･再整備されている

短期（～2030） 中期（～2040）

宿舎・店舗の建設、既存施設リノベーション等
により、新たな事業者が順次営業を開始

老朽化施設や自然・文化体験フィールドの整備とユニバーサルデザイン化・国土強靭化を順次実施し、適切に維持管理

湖畔林の保全と危険木の適切な管理

誘致事業者が決定、新規施設の建築に着手
（誘致条件が整った廃屋跡地は順次公募）

No.
R10年度までを目途に実施又は着
手すべき施策 ★：優先事項

進捗状況
（前回会議（R8.2.17）以降）

今後の方針・課題等

６ ★
主動線沿い（廃屋跡地等）の事
業者誘致及び滞留・休憩スペース
充実【環境省・十和田市】

【環境省】宿舎事業者の公募を開始（R8.5） 9/30参加〆切、11/30提案書〆切

７ ★
湖畔林の適切な保全・管理及び湖
畔沿い休憩スペースの充実
【環境省】

【環境省】
・廃屋跡地への芝張・ベンチ設置により、暫定的な休憩ス
ペースとして開放（R8.8）
・湖畔沿い危険木の調査を実施（R8.8）

・廃屋跡地広場をR8湖水祭り会場に活用
・湖畔沿い危険木は年内に一部伐採予定

８ ★

老朽化施設の再整備によるユニ
バーサルデザイン化・国土強靱化
（駅前広場トイレ、湖畔遊歩道、
休平園地トイレ）【環境省・秋田
県】

【環境省】
湖畔遊歩道（護岸）工事を実施予定（R8.9入札）

【秋田県】休平園地トイレはR5年に漏水修繕工事
を実施。県内の各施設修繕等優先順位を検討した
上で、予算確保に努める必要がある。

９
中山半島園地（十和田神社奥）
の再整備【青森県】

【青森県】
R6年度に階段工、R7年度に法面保護工（石撤去）を
実施済み。現在、破損箇所等は確認されていない。

信仰WGにおいて、階段上部の広場における眺望改
善や看板整備等への要望があった。

10
自籠岩・占い場を繋ぐ歩道ルート整
備・管理体制構築
【環境省・民間】

R8.7.13第１回「信仰の魅力・価値提供ＷＧ」を開催 WG報告参照
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【取組２：利便性・安全性の向上】

（R6に整備した階段工▲） （R7に実施した法面保護工▲ ）

芝張・休憩ベンチ設置R8湖水祭り会場に活用

【No.10中山半島園地（十和田神社奥）の再整備】

【No.7湖畔林の適切な保全・管理及び湖畔沿い休憩スペースの充実】廃屋跡地の活用

5

【No.6主動線沿い（廃屋跡地等）の
事業者誘致及び滞留・休憩スペース充実】

5/29公募開始（公募要領を公表）



（将来像）主動線（南北駐車場の区間）を中心に、冬季を含め、
              歩行者が安全かつ快適に地区内を回遊できる道路交通環境が整備されている

短期（～2030） 中期（～2040）

南駐車場の拡充、車両動線見直し、移動支援モビリティ導入等、歩行
者優先の空間づくりが進展

主動線（十和田神社まで）の石畳化・無電柱化が完了
新たな玄関口の整備
主動線の石畳化・無電柱化の進展

南駐車場の交通拠点化等に関する
具体的な計画決定・着手

No.
R10年度までを目途に実施又は着手
すべき施策 ★：優先事項

進捗状況
（前回会議（R8.2.17）以降）

今後の方針・課題等

11 ★
主動線（神社参道含む）の石畳
化・無電柱化
【十和田市・環境省・民間】

【環境省】
石畳化・無電柱化、新たな玄関口整備、南駐車場の
拡充に向けた現地調査・アドバイザー等へのヒアリングを
実施（R8.5）

【十和田市】
十和田市管理区間の石畳化に係る実施設計を予定
（R8下半期）

【環境省】
・埋設管等の管理者協議や、環境省と市の管理区
間の接続箇所（三差路付近）の調整が必要

・R８年度内に将来的な整備イメージの作成及び
技術的課題等のとりまとめを実施、R９年度以降
の基本計画検討に繋げる

12
地区の新たな玄関口（サイン等）
整備【環境省】

13
南駐車場の拡充（南北駐車場間
の回遊性向上）へ向けた調査検討
【環境省・民間】

14

歩行者優先空間ルール作り（進
入・速度・車両制限等）へ向けた調
査検討
【環境省・青森県・秋田県】

なし
【環境省】施策No.11～13の検討内容を踏まえ、
必要な取組が具体化され次第、検討を実施

15 ★
移動支援モビリティ導入・乗換拠点
整備へ向けた調査検討
【環境省・十和田市・民間】

【取組３：歩いて楽しむための空間づくり】
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【No.11主動線（神社参道含む）の石畳化・無電柱化】
【No.12地区の新たな玄関口（サイン等）整備】
【No.13南駐車場の拡充（南北駐車場間の回遊性向上）へ向けた調査検討】

地区の玄関口、主動線、南駐車場の将来的な整備へ向けた検討状況

【取組３：歩いて楽しむための空間づくり】

7

対象区間（休屋橋周辺～一宮鳥居）

十和田市管理区間

休屋橋

十和田神社
入口

駅前広場

ビジターセンター

南駐車場

三叉路
主動線の石畳化・無電柱化の検討

Ｎ

一宮鳥居

石畳整備済み区間

太陽広場
廃屋跡地
広場

北駐車場

(１)南区間 (２)北区間 (３)古道合流区間 (４)門前町区間

北駐車場
出入口

R8.5現地調査状況

環境省管理区間

7

新たな玄関口の
整備検討 南駐車場の機能

拡充等の検討



（将来像）滞在型で高付加価値な自然・文化体験が提供されている
自然・文化への敬意が高い旅行者層が増加し、滞在時間・消費額が向上している

短期（～2030） 中期（～2040）

適切なルールの下、コンテンツの商品化が進展
（事業者連携による宿泊を伴う体験提供など）

IP計画が策定され、地域全体で共感と活用が進展

十和田湖“ならでは“コンテンツの
磨き上げ・利用ルール検討・導入の進展

No.
R10年度までを目途に実施又は着手す
べき施策 ★：優先事項

進捗状況
（前回会議（R8.2.17）以降）

今後の方針・課題等

16 ★
インタープリテーション（魅力・価値のサー
ビス化）計画策定【環境省・民間】

【環境省】
インタプリテーション冊子（十和田湖コミュニケーション
BOOK）を作成（R8.9） 【環境省】制作媒体の地域への全戸配布、イン

タープリテーション冊子の活用に向けた勉強会
等を予定（R８年度内）

17 ★
十和田湖ならではの魅力・価値のイン
ナーブランディング及び商品化検討・勉
強会等【環境省・民間】

【環境省】
「トワダノオト」５号を発刊（R8.9）
（今年度内に６号・７号を発刊予定）

18
湖の神秘性・自然の成り立ちを実感する
コンテンツ(カヌー等)の検討・磨き上げ
【環境省・民間】

なし 【環境省】特に冬季の体験提供不足が課題

19
十和田信仰を実感するコンテンツ（占い
場体験等）の検討・磨き上げ
【環境省・民間】

R8.7.13 第１回「信仰の魅力・価値提供ＷＧ」を開
催

WG報告参照

20
北奥の暮らしを実感するコンテンツ（ヒメ
マス漁や冬季体験）の検討・磨き上げ
【環境省・民間】

【環境省】
冬季の新たな滞在体験創出に係る実証事業を企画中
【民間】
ビジターセンター運営協議会によりヒメマス放流体験を企
画（R8.6）※荒天のため中止

【環境省】ヒメマスや冬季の魅力を活用した滞
在体験創出に向け、さらなる官民連携が必要

21
水上スキー等湖面利用状況及び占い
場利用ルールの調査検討
【関係行政機関・民間】

R8.7.25,8.9 「湖面利用ＷＧ」を開催 WG報告参照

【取組４：「ならでは」のコンテンツの磨き上げ】
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【取組４：「ならでは」のコンテンツの磨き上げ】

【No.20北奥の暮らしを実感するコンテンツ
（ヒメマス漁や冬季体験）の検討・磨き上げ】

【No.16インタープリテーション（魅力・価値のサービス化）計画策定】
【No.17十和田湖ならではの魅力・価値のインナーブランディング及び
商品化検討・勉強会等】

9

十和田湖‘ならでは’の魅力と価値を地域で共有し、伝えるための
媒体制作

ヒメマスに関する体験イベントとして、
漁協と自然公園財団の協力により初企画
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１．当面の目標と検討課題

２．主な意見・共有事項

３．今後の予定

✓ 第２回ＷＧ開催（11月頃予定）

→ 調査結果報告のフィードバック、コンテンツ案の検討

✓ 第３回ＷＧ開催（令和９年１月頃予定）

→ 次年度へ向けた取組や方針の整理

✓ 当面は占場の体験提供を中心とした関係者協議・検討を行い、令和10年度中を目途に、具体的な体験
提供の方法・体制を確立させる。

✓ 令和８年度は、①現在の占場の状態、管理体制の現状などを確認し、課題の洗い出し、②十和田信仰およ
び占場の魅力（価値）を見直し、いつ・誰が・誰にむけて・どのように・何を提供するかを検討する。

✓ 単なる観光名所ではなく、地域で大事にしている「信仰の場」として尊重しつつ検討していく。

✓ 文化財保護の観点からも、適切な手続きや保全措置を条件として活用可能性はあるとされた。

✓ 占場に実際に立つことで初めて伝えられる価値がある（湖と龍神信仰を一体で感じられる）。

✓ 占場は狭い空間であり、景観や信仰への影響を考えると利用人数の制限は必要。

✓ 占場の手前（中山半島園地）での古道や信仰の案内板整備、眺望改善等も必要。

■第１回WG（7/13）の結果概要

■目的 ✓ 「取組1:景観改善」「取組2:利便性・安全性の向上」「取組4:“ならでは”のコンテンツ磨き上げ」
に係る施策について、内容の検討や協議を行う。

【取組４：「ならでは」のコンテンツの磨き上げ】
信仰の魅力・価値提供ＷＧの概要 （報告者：（一社）十和田奥入瀬観光機構）
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■第１回ＷＧ （７月25日実施）

✓ 漁の網が水上バイクで切られた事案が過去にあった。

✓ 近年は大きな問題はなく、継続的なパトロールやチラシ配布による一定の効果が出ていると考えられる。

✓ 引き続き啓発活動の継続が重要。また、国立公園のルールに基づく看板設置等も今後検討する。

■第2回ＷＧ （８月９日実施）

✓ パトロールで青森県側７台、秋田県側15台の水上バイクを確認、検査未受検の水上バイクはなし。

✓ 青森県以外からの利用者への一層のマナー周知が重要。最新のチラシデータを関係自治体HPへ掲載する。

✓ 湖岸の放置ボートによる景観阻害、青森県有地の無断占用（キャンプ利用）への対応が必要。

✓ 当面は水上バイク自粛エリアの周知徹底・パトロールを継
続しつつ、湖面利用ルールの見直し等を検討

✓ 利用ルールに一定の整理がつけば、湖面利用の促進（観光
振興）の観点も取り扱う。

１．当面の目標と検討課題

２．主な意見

３．今後の予定

✓ 次年度も引き続きパトロール等を開催予定

■目的

✓ 「取組4:“ならでは”のコンテンツ磨き上げ」に係る施策について、内容の検討や協議を行う。

【取組４：「ならでは」のコンテンツの磨き上げ】
湖面利用ＷＧの概要 （報告者：（一社）十和田湖国立公園協会）
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【取組４：「ならでは」のコンテンツの磨き上げ】
湖面利用ＷＧの概要 （報告者：（一社）十和田湖国立公園協会）

周知チラシ



（将来像）十和田湖地域のブランド力が向上し、国内外からの旅行目的地として選ばれている

短期（～2030） 中期（～2040）

国立公園制度創設100周年(2031)、
十和田国立公園指定100周年(2036)も契機にブランディング・プ
ロモーションを展開

十和田湖に関する観光情報発信の一元化や、マーケティング等の
取組を強化

No.
R10年度までを目途に実施又は着手
すべき施策 ★：優先事項

進捗状況
（前回会議（R8.2.17）以降）

今後の方針・課題等

22
十和田湖地域に特化した各種プロ
モーション【各DMO】

【（一社）秋田犬ツーリズム】
スーツチャンネルにて、十和田湖畔のアクティビティ・スポットのプロモー
ションを実施

【（一社）十和田湖国立公園協会】
十和田湖 湖上遊覧一周ツアーの実施（R8.11.8）

・十和田湖に特化したマーケティングに
ついては、秋田県側の情報も統合し
て更なる分析が必要

・上記の分析結果に基づいたプロモーショ
ン施策等を検討

23
十和田湖地域に特化した観光地
マーケティング・ブランディングの強化
【各DMO】

【（一社）十和田奥入瀬観光機構】
観光消費額、来訪者属性等、十和田湖に特化したマーケティング分
析を実施

【㈱かづの観光物産公社・鹿角市】
国立公園指定90周年・70周年記念行事を実施

【日本郵便㈱東北支社】
国立公園指定90周年記念切手を発売（R8.9）

【取組５：プロモーションの強化】

13



日本郵便㈱東北支社：
国立公園指定90周年記念切手を発売

【No.22十和田湖地域に特化した各種プロモーション】
（一社）秋田犬ツーリズム：スーツチャンネルにて、十和田湖畔のアクティビティ・スポットのプロモーションを実施

【取組５：プロモーションの強化】

14

（一社）十和田奥入瀬観光機構：
十和田湖に特化したマーケティング分析を実施



【No.22十和田湖地域に特化した各種プロモーション】
㈱かづの観光物産公社・鹿角市：国立公園指定90周年・70周年記念事業を展開

【取組５：プロモーションの強化】

15



地域による不動産管理体制の構築等により、新たな空き家・廃屋化の
防止対策が進展
小学校留学、リモート診断等の活用により、子どもを含む交流人口の
増加・医療環境の改善

移住者・就業者の住まい確保へ向けた空き家対策、
旧小学校の有効活用等が進展

子育て・医療環境の改善へ向けた取組が進展

地域づくり組織が設立し、事業を着実に継続

（将来像）地域づくり組織が中心となり、地域のくらし・なりわいに係る諸課題に持続可能な形で対応している

短期（～2030） 中期（～2040）

No.
R10年度までを目途に実施又は着
手すべき施策 ★：優先事項

進捗状況
（前回会議（R8.2.17）以降）

今後の方針・課題等

24 ★

地区の不動産データベース化及び
休廃業施設の有効活用へ向けた
調査検討【環境省・十和田市・小
坂町】

【十和田市】
空き家対策などの地域課題解決を担う組織の自立化を支援する
「十和田湖地域づくり支援業務」を開始（R8.8業務委託）

【十和田市】
・空き家・空き店舗の調査を実施
（R8.9～10）
・空家相談窓口の設置に向けた調査研
究を実施

25 ★
旧十和田湖小学校（廃校）ほか、
空き地空き家の活用検討【十和田
市・民間】

26
休平側空き地・空き家の利用方針
検討【小坂町・民間】

なし
【小坂町】
関係機関との情報共有を実施

27 ★

ICT技術の活用等による地域の教
育・医療サービス向上へ向けた調
査検討【十和田市・小坂町・民
間】

【十和田市】
現状や実現可能な施策について、環境省との意見交換を複数回
実施

【十和田市】
医療サービス向上に係る検討のため、青
森県や医療機関との意見交換を実施

28 ★
滞在型・高付加価値観光を支える
地域づくり組織の設立・運営【民
間】

十和田湖地域の地域づくり組織として「（一社）碧のしずくと灯
り」が設立し、施策No.24,25の十和田市業務と連携中

同左

【取組６：くらし・なりわいの持続性向上】
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【取組６：くらし・なりわいの持続性向上】

・令和７年12月26日設立
・代表理事：佐々木 佳弘

（設立目的）十和田湖地域の持続可能な環境保全と
暮らし・産業の発展を実現するため、地域の課題に
主体的に向き合い、行政や地域と共に新たな価値と
事業を創出し、未来へつながる豊かな地域づくりを
推進します。

（役員の専門分野）

不動産業畜産・農
業・飲食業

高齢者介護

障がい福
祉・農業・

飲食業

障がい福祉・
飲食業

エネルギー・
設備工事・
障がい福祉

障がい福祉・
農業・レ
ジャー

印刷・広告
代理

暮らし・生業
に関連の深い
会社経営者で

構成

一般社団法人 碧のしずくと灯り

【No.24地区の不動産データベース化及び休廃業施設の有効
活用へ向けた調査検討】
十和田市／チラシ：空き家・空き店舗調査

17

【No.28滞在型・高付加価値観光を支える地域づくり
組織の設立・運営】



✓ 当面は施策No24「地区の不動産データベース化及び休廃業施設の有効活用へ向けた調査検討」を中心に
協議し、空き家等の情報整理及び住まい確保等について、具体的対策に繋げる。

18

データベース
化・有効活用へ
向けた調査検討

物件情報を
提供できる
体制の構築

移住希望者・就
業者の住まい確
保、事業の創出

Ｒ８～
ステップ
アップ

ステップ
アップ

１．当面の目標と検討課題

２．主な意見

３．今後の予定

✓ 空き家等の調査実施（９月～10月まで）

✓ 第２回ＷＧ開催（12月頃予定）

✓ 十和田市・小坂町ともに空き家バンク制度を運用しているので、既存制度と連携する必要がある。

✓ 空き家への移住希望者へ地域のルール等を助言する仕組みも有効。

✓ 空き家の所有者を近所の人が把握している場合もあるため、住民の協力で物件の掘り起こしが進む。

✓ 福祉、医療、教育分野も、地域づくりを考える上で必須の要素で、横断的な対応が必要。

■第１回WG（7/30）の結果概要

■目的
✓ 「取組6:くらし・なりわいの持続性向上」に係る施策について、内容の検討や協議を行う。

【取組６：くらし・なりわいの持続性向上】
くらし・なりわいＷＧの概要 （報告者：十和田市）



（将来像）持続可能な利用拠点として、地域の管理運営に関して国内外から認められる仕組み及び財源が確保されている

短期（～2030） 中期（～2040）

利用拠点の保護管理・利用者サービスの更なる
充実に向けた利用者負担の制度検討・導入

冬季利用促進に資する駐車場除雪等のため
利用者負担の新たな仕組みが導入・継続される

持続可能な観光地としての国際認証取得等を達成

No.
R10年度までを目途に実施又は着手
すべき施策 ★：優先事項

進捗状況
（前回会議（R8.2.17）以降）

今後の方針・課題等

29 ★
既存の利用者負担制度の運用見
直し【環境省・民間】

R8.7.30 第１回「保護と利用の好循環ＷＧ」を開催 WG報告参照

30

持続可能な観光地としての国際認
証（グリーンデスティネーション等）の
取得及びゼロカーボンパークの登録
【十和田市・小坂町・民間】

なし
他地域の事例等について、環境省、十和田市、
小坂町で情報共有の実施等

【取組７：保護と利用の好循環】

19
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■第１回WG（7/30）の結果概要

１．当面の目標と検討課題

✓ 当面は、既存の利用者負担の仕組み（休屋駐車場料金の活用）の充実について検討。

 →駐車場料金を活用した冬季除雪や、公園利用者へのサービス向上等を目指す。

✓ 自動料金ゲート方式による駐車場管理の社会実験（別紙チラシ参照）の結果を踏まえ検討。

✓ 奥入瀬ビジョンの関連（入域料等）は、当該事業構想の検討状況に応じ、本ＷＧでも議論を想定。

２．主な意見

３．今後の予定

✓ 人件費等の高騰により、他の国立公園では駐車場料金の値上げが議論されている。

✓ 将来的に値上げを検討する場合は、利用者サービスの向上や地域の理解等に留意。

✓ 第２回ＷＧ開催（年度内予定）

→ 社会実験の結果報告、次年度の自動料金ゲート方式の運用方針、

サービス向上策などについて意見交換

■目的

✓ 「取組7:保護と利用の好循環」に係る施策について、内容の検討や協議を行う。

【取組７：保護と利用の好循環】
保護と利用の好循環ＷＧの概要 （報告者：環境省）

（サービス向上のアイデア）冬季の園路除雪、湖畔ベンチの充実、

跡地広場での休憩テント等

✓ 観光客にお金をかけて来てもらえるように、冬季を含めて魅力あ
るコンテンツが必要。
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⚫ 自動料金ゲートの運営：

管理上の課題はあるが、冬季の厳しい環境下でも設備の故障などはなく、技術的には運営可能。

⚫ 駐車場管理運営に係る収支：

人員配置等の見直しにより採算性の可能性はあるが、冬季以外も含め更なる試行や検証が必要。

⚫ 利用者の反応：

冬季の駐車場運営（ゲート化・有料化）に理解を得られたが、料金の使途明確化を求める意見が多かった。

休屋北駐車場における冬季の自動料金ゲート社会実験結果（令和７年度）

９月頃～11月

社会実験（Ⅰ）
24時間ゲート化

１２月～翌２月
社会実験（Ⅱ）
昨冬の課題対応

事前精算方式なども比較検討

R９年度～

実験結果を踏まえ
本格導入を検討

令和８年度も課題改善、通年収支の検討等のため、実証実験を継続

【取組７：保護と利用の好循環】

【No.29既存の利用者負担制度の運用見直し】自動料金ゲート方式による駐車場管理の社会実験
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【取組７：保護と利用の好循環】

【No.29既存の利用者負担制度の運用見直し】周知チラシ：自動料金ゲート方式による駐車場管理の社会実験
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■第１回 ： 令和８年７月13日（月） @十和田湖観光交流センター（ぷらっと）
（議事）WGの目的等の共有、占場、湖底調査の概要と結果、 十和田信仰や古道など歴史的背景等

No. 団体名 役職・氏名（敬称略） 参加趣旨

１ 十和田神社 禰宜 髙橋 知生 十和田信仰に関する全般的な関与

２

十和田湖伝説の伝え方を考える会

十和田湖自然ガイドクラブ

（一財）自然公園財団十和田支部

会長

会長 中川 一樹

解説員

体験を届ける活用者の立場として
３ 十和田湖伝説の伝え方を考える会 副会長 森田 一成

４
十和田湖伝説の伝え方を考える会

十和田湖の案内人 遊部屋十和田

事務局長 山下 晃一

代表

５ 十和田湖ガイドハウス櫂 代表 太田 泰博

６ 奥入瀬ネイチャーガイド FORESTON 代表 丹羽 裕之

７ 十和田市教育委員会 スポーツ・生涯学習課

市史編さん室長 山﨑 武

文化係長 古舘 大輔

主事 本多 千浩

文化財の管理者

８
環境省東北環境局

十和田八幡平国立公園管理事務所

所長 松尾 浩司、 国立公園管理官 鈴木 愛、

国立公園利用企画官 伊藤 佳明

滞在環境整備専門官 漆舘 一樹

自然保護官補佐 中園 顕三

国立公園の管理者

９ JTB総合研究所リージョナルコンサルティング共創部 主任研究員 坂本 有希 環境省業務請負者

10 （一社）十和田奥入瀬観光機構 地域連携部 部長 磯 汐梨、下村 千恵子、郭 広美
事務局

11 （一財）十和田湖ふるさと活性化公社 ろまんパーク事業部 部長 内沢 哲也

巻末資料／ＷＧ出席者【信仰の魅力・価値提供ＷＧ】
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■第１回 ： 令和８年７月25日（土）＠国立公園協会、十和田湖畔
（議事）国土交通省東北運輸局によるパトロールへ同行し、意見交換を実施

No. 団体名 役職・氏名（敬称略） 参加趣旨

１ ＰＷ安全協会東北地方本部北支部 副支部長 澤 真史

（旧）十和田湖観光推進会議のメンバーを中心
に構成

２ （一財）自然公園財団十和田支部 長畑 隆博

３ 青森県十和田警察署十和田湖駐在所 巡査部長 中田 明

４ 十和田市 農林観光産業部 観光課 主事 小坂 大智

５ 小坂町 観光産業課 主事 高橋 慶彦

６
環境省東北環境局
十和田八幡平国立公園管理事務所

所長 松尾 浩司、国立公園管理官 市川 淳史、
自然保護管補佐 岩澤 秀一

７ （一社）十和田湖国立公園協会 事務局長 太田 勝男 事務局

巻末資料／ＷＧ出席者【湖面利用ＷＧ】

■第2回：令和８年8月9日（日） ＠ 十和田ふるさとセンター、十和田湖畔
（議事）日本小型船舶検査機構青森支部の職員が同行し、パトロール・意見交換を実施

No. 団体名 役職・氏名（敬称略） 参加趣旨

１ ＰＷ安全協会東北地方本部北支部 副支部長 澤 真史

（旧）十和田湖観光推進会議のメンバーを中心
に構成

２ （一財）自然公園財団十和田支部 主任 大久保 裕未

３ 青森県十和田警察署十和田湖駐在所 巡査部長 中田 明

４ 秋田県鹿角警察署錦木駐在所 斎藤 響空

５ 青森県環境エネルギー部 自然保護課
総括主幹 櫻庭 賢一
主事 明石 花音

６ 青森県観光交流推進部 観光政策課 主事 長谷川 樹

７ 秋田県鹿角振興局地域企画課 課長 渡部 進雄

８
環境省東北環境局
十和田八幡平国立公園管理事務所

所長 松尾 浩司
国立公園管理官 市川 淳史
滞在環境整備専門官 漆舘 一樹
自然保護官補佐 岩澤 秀一

９ 日本小型船舶検査機構青森支部 検査員 穴澤 一真

10 （一社）十和田湖国立公園協会 事務局長 太田 勝男 事務局
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No. 団体名 役職・氏名（敬称略） 参加趣旨

１ （一社）碧のしずくと灯り 代表理事 佐々木 佳弘 住まいやくらしの課題解決に取り組む組織

２ （一社）十和田湖国立公園協会 常務理事 生出 隆雄、事務局長 太田 勝男 地域の清掃・除雪に取り組む組織

3 十和田湖畔の未来協議会 会長 下山 政和
廃屋跡地などを活用した地域活性化に取り組む組

織

4 休屋町内会 会長 金村 金作 地域住民の代表

5
環境省東北環境局

十和田八幡平国立公園管理事務所

所長 松尾 浩司、国立公園利用企画官 伊藤 佳明、

滞在環境整備専門官 漆舘 一樹
国立公園の管理者、土地所有者

6 十和田市 農林観光産業部 観光課 課長 下久保 健一、課長補佐 吉原 賢
事務局

7 小坂町 観光産業課 主事 高橋 慶彦

くらし・なりわいＷＧ
■第１回 ： 令和８年７月30日（木）＠十和田湖観光交流センター（ぷらっと）
（議事） WGの目的及び空き家等の利活用促進に向けた意見交換等

巻末資料／ＷＧ出席者【くらし・なりわいＷＧ・保護と利用の好循環ＷＧ】

保護と利用の好循環ＷＧ
■第１回 ： 令和８年７月３０日（木） @十和田湖観光交流センター（ぷらっと）

（議事）WGの目的及び利用者負担制度についての意見交換等

No. 団体名 役職・氏名（敬称略） 参加趣旨

１ （一財）自然公園財団十和田支部 所長 久保田 隆之
公共駐車場料金による利用者負担の仕組みの

管理運営主体

２ （一社）十和田湖国立公園協会 常務理事 生出 隆雄、事務局長 太田 勝男 地域の関係事業者の団体

３ 休屋町内会 会長 金村 金作 地域住民の代表

４ 十和田市 農林観光産業部 観光課 課長 下久保 健一、課長補佐 吉原 賢 基礎自治体及び持続可能な観光地を目指す観

点として５ 小坂町 観光産業課 主事 高橋 慶彦

６
環境省東北環境局

十和田八幡平国立公園管理事務所

所長 松尾 浩司、国立公園利用企画官 伊藤 佳明、

滞在環境整備専門官 漆舘 一樹
事務局
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